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LRQA road to success

ISO 14001審査 環境マネジメントシステム

年間700件以上もの改善提案により、
生産性向上や付加価値型製品の開発へ

COMPANY PROFILE

宇都宮工業株式会社
愛知県豊川市一宮町上新切504
TEL.0533-93-2626 
FAX.0533-93-5262
http://www.u-m.co.jp/

金属プレス加工において設計開発から量産
化までの一貫した体制を整え、住宅用金物
部品や自動車用部品を製造。技術開発力に
裏付けられた提案力とスピードは高い評価
を受けている。（本記事は、2012年9月に取
材しました。）

愛知県豊川市に2拠点、愛知県新城市に1拠点の計3拠点で、住宅用金物部品や自動車用
部品を製造している宇都宮工業株式会社。ISO 14001を導入して以来、改善活動が活発
に行われ、生産性向上やコスト削減、付加価値型製品の開発などを実現している。

代表取締役社長 
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改善の視点が根付き、
生産性向上やコスト削減を実現

宇都宮工業株式会社では、取引先である
住宅メーカーでISO 14001が仕入先評
価基準となっていたことから、2004年に
ISO 14001の認証を取得した。その後、
2年程度で“紙・ごみ・電気”削減の成果
を出した。さらに、ISO 14001を業務改
善のツールとして活用しはじめ、生産性
向上、コスト削減を経営目標として、ISO 
14001で組織全体を管理することとなっ
た。そして、部門間の相互監査や、改善提
案報奨制度に取り組む中で、社員からは1
人平均年間10件、計700件以上の改善提
案が出されるようになり、様々な部門・工
程で生産性向上やコスト削減を実現して
いった。さらには、改善の視点が根付いた
ことにより、工期短縮に役立つ住宅用部
品など高付加価値商品を続々と開発し、
受注増にもつながっている。

ISO 14001を
業務改善のツールに

ISO 14001認証取得のきっかけは、取引
先の住宅メーカーの意向ではあったが、
同社では当初からISO 14001を経営ツー
ルとして活用しようという強い想いを持っ
ていたと、代表取締役社長 土井 昌司氏
は語る。

「例えば、生産部門では生産性の向上、生
産管理部門は在庫及び物流のスリム化、営
業部門ではスピードある提案力の向上な
ど、各部門の目標は設定していましたが、
それを組織全体で管理していくための方
策を検討していまいた。ISO 14001は組織
管理のツールとして最適なものでした。」

そして、2004年にISO 14001認証を取得
した後、まず“紙・ごみ・電気”の削減に取り
組んだ。自動車用部品の製造を行っていた
ためにコスト削減の意識は強かったが、材
料や電気の削減など、環境負荷の低減とリ
ンクさせて取り組むことで、社員たちの理
解が進み、より大きなコスト削減効果が生
まれたという。

さらに、“紙・ごみ・電気”の削減についてあ
る程度の成果が生まれると、ISO 14001
を本格的な業務改善ツールへと移行させ
ていった。

年間700件以上もの
改善提案が出される

同社がISO 14001の目標としたのは、生
産性向上やコストの削減といった業務改
善。これを各部門の個別目標へと落とし込
み、改善活動を重ねていった。

「自部門内だけではなく、他部門と相互監
査を行いながら課題を抽出して、これを環
境影響評価表で評価し、取り組むべき課
題について改善を進めていきました。」

と品質管理部 課長 森下 大倫氏は語って
くれた。同社では、ISO 14001の全員参
加を目指して、内部監査員は社員の半分近
くとなる28名も育成しており、内部監査を
活発に行うとともに、改善活動を推進する
ために改善提案報奨制度を取り入れた。

「大手自動車メーカーでは、年間で1人当
たり8件程度の改善提案が出されているこ
とを知り、それを超えることを目指して、改
善提案報奨制度をスタートさせました。若
手社員からベテラン社員までが積極的に
提案を行うようになりました。」

と土井氏は語る。この制度は、社員が出す
改善提案を部門長や経営層がチェック、
評価して、年に1回優秀者を表彰するとと
もに、その改善で生まれた利益の一部を
社員に還元するというもの。2008年にス
タートさせると、年間で1人当たり10件以
上となる700件以上もの改善提案が出さ
れたという。品質管理部ISO推進事務局
竹下 靖臣氏は次のように語る。

「LRQA ジャパンの審査員からのアドバ
イスもあり、改善提案を1冊のファイルにま
とめて一元管理しました。そして、会議な
どでこれを全部門で共有化し、横展開を
行うようになりました。改善提案のファイ
ルは当社の宝となっています。」
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改善の視点が付加価値型製品の
開発につながる

“金属部品をカットする際に捨てていた端
材からワッシャをつくることで、スクラップ
を少なくする”、“ボルトにナットを締める工
程では、ナットを通してドリルで締めると
いう2工程を、専用工具の開発で1工程に
短縮する”。こうした数々の改善を積み重ね
ていくことで、クレーム、不良の減少や大き
なコスト削減効果が生まれたという。

「工程間を横断して業務改善することで、
後工程の工数削減などにつながる改善も
生まれています。また、常に改善するとい
う視点を身に付けることで、製品そのもの
の改善の視点が養われ、付加価値型の製
品が開発されるようになったのです。」

と土井氏は語る。例えば、ボルト締めで
排水管の傾斜を設定する住宅用部品をワ
ンタッチ型にした製品や、カンナで行って

きたふすまレールの高さ調整をワンタッ
チで調整できる製品など、付加価値型製
品を次々と開発。ベテランの職人が減る
住宅業界で、工数削減や技術標準化につ
ながる製品として高い評価を受け、受注
を伸ばしている。

“らくを売る企業”の推進へ
ISO 14001を組織運用の根本に

同社では、ISO 14001の導入により、大
きな成果を生み出してきたが、その要因
について竹下氏は次のように語る。

「やはり経営トップがISO 14001を理解
し、強力に推進してきたことが大きいで
す。また、LRQA ジャパンの審査員から
の指摘事項は真摯に受けとめ、徹底して
改善してきました。第三者からの指摘は
有意義な改善につながります。最近は、ビ
ジネス課題重点審査"FABIK"で原価低減
にテーマを絞り、審査していただきました

が、より濃密な審査となり成果も大きいと
感じています。審査の費用対効果は高い
です。」

同社では、今後、住宅部品業界でのさら
なる新規開拓やシェア拡大を目指してい
るが、最後に土井氏は次のように語って
くれた。

「これからは“らくを売る企業”をスロー
ガンとしていきます。“作業がらくになる・
コストが減って経営がらくになる・・・”と
いった “らくを売る企業”を推進していく
上で、引き続きISO 14001を組織運営の
根本としていかなければならないと考え
ています。」

社員たちが常に改善の視点を持つ同社な
ら、“らくを売る企業”として、今後も大きな
発展を続けていくことだろう。

（取材 ： 2012年9月）


